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（一社）神奈川県高圧ガス

　第5回通常総会は5月11日（木）午後3時より、かながわ労働
プラザにおいて開催されました。
　司会者より総会出席者が正会員129名中111名で定款の規
約を満たし総会が成立したことが報告された。
　ご来賓の県安全防災局安全防災部工業保安課の穂積課長
殿の紹介の後、挨拶にたった河西会長は、一般社団法人と
して4年目の平成28年度の協会活動が県、並びに会員皆様の
ご協力により順調に遂行することができたことに感謝の意
を表し、会費改定に対しても会員皆様にお礼の言葉を述べ
た。
　議長には河西会長が選出され、議事審議が開始された。
【第 1号議案】平成28年度事業報告（案）の承認を求める件
　保安事業、容器対策事業、広報事業は各委員長、その
他の事業等については専務理事より議案書に基づき説明
がなされ質問等はなく原案通り承認可決された。

【第 2号議案】平成28年度決算報告（案）の承認を求める件
　財務管理委員長より、議案書に基づき収支等の決算に
つき報告があり、当期収支差額は約2,276千円のプラスで
あった旨報告し、次いで監事より監査結果報告が行われ
質問等はなく、賛成多数で原案通り承認可決された。

【第 3号議案】平成29年度事業計画（案）の承認を求める件
　質疑は提案説明後一括して受けるとした上で、各委員
長より議案書に基づき保安事業、容器対策事業、広報事
業の説明専務理事よりその他の事業の説明が行われ質問
意見等もなく賛成多数で原案通り承認可決された。

第5回　通 常 総 会 開 催

【第 4号議案】平成29年度収支予算（案）の承認を求める件
　財務管理委員長より議案書に基づき、平成29年度の収
支予算（案）の説明が行われ、当期収支差額は、21千円の
プラスとなると述べ質問意見等はなく賛成多数で原案通
り承認可決された。

【第 5号議案】役員改選に関する件
　議長は、本年度は役員改選期に当るので、理事長候補
24名監事候補2名を紹介し、満場一致で24名の理事候補、
2名の監事候補が選任された。

【第 6号議案】その他提案された事項
　その他提案事項は執行部、議場からなく、議案審議が
終了した。その後優良従業員表彰として7名（別掲）の方々
が河西会長より賞状と記念品が授与された。
　最後にご来賓の県工業保安課穂積課長殿よりご挨拶が
有り（別掲）第5回通常総会は、午後4時05分に閉会した。

【臨時理事会開催】
　総会終了後、臨時理事会が別室で開催され以下の三役
が決定し報告された。

会　　長　佐波　　充　新任　㈱サナミ商会	 代表取締役社長
副 会 長　柳田　裕久　新任　大陽日酸㈱	 常務執行役員
	 関東支社長
　　　　　鴨川　俊次　新任　東邦酸素工業㈱	 取締役社長
専務理事　二見　喜生　再任　㈱フタミ	 代表取締役社長

第5回通常総会で挨拶をする河西会長
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河西会長挨拶
・�本日は、連休明けのご多忙の中、会員の皆様には第5回通
常総会に多数お集まりいただきありがとうございます。
又、工業保安課穂積課長様には、日頃大変お世話になっ
ている上、業務ご多忙の中ご出席いただき厚くお礼申し
上げます。
・�平成28年度の事業につきましては、会員、県、関係諸団体、
事務局のお世話になり、順調に推移し心から感謝致しま
す。又、本日優良従業員として表彰される方々に対しま
して、日頃の努力に敬意を表すと共に、心よりお慶び申
し上げます。
・�昨年度の消費事業者保安講習会は、台風接近の影響で1会
場が中止となり、残念ながら受講者数は前年度を下回り
ました。高圧ガス保安意識向上の為、会員の皆様方の啓
蒙活動で一人でも多くの人が参加していただける様宜し
くお願い致します。又、高圧ガス地震防災緊急措置訓練は、
川崎市麻生水処理センターで川崎支部のご尽力により無
事に終了致しました。又、昨年の総会で財政改善の為、
会費を値上げさせていただきました。経費削減、会費の
値上げ、又賛助会員5社の入会により、協会財政の改善が
図られ心から感謝申し上げます。
・�ホームページによりますと、平成28年暦年の県内の高圧
ガスの事故件数は58件（容器の盗難喪失を除くと52件）
で高い数字となっております。又、残念ながら死亡事故
も発生しております。高圧ガス事故を減らす為には、コ
ンプライアンスの徹底、自主保安活動の継続、ユーザー
に対する啓蒙活動、老朽化設備の更新が必要であると思
います。
・�今年度は、平成30年度から政令市に高圧ガスの権限が移
行する前の年になり、県・政令都市・5団体による保安会
議も開催されます。いずれにせよ、私共は、高圧ガスの
保安を最優先にして、柔軟に活動して行きたいと考えて
おります。
・�本日の総会を以って退任される役員の方々には、今まで
の努力に対して、厚くお礼申し上げます。私も社団法人
の時から計5年間会長を務めさせていただきましたが、今

総会で退任する事になりました。会員の皆様、行政、事
務局に心からお礼申し上げます。新しい体制に対しまし
ても、今まで以上にご支援を宜しくお願い申し上げます。
・�本日は、総会終了後、別の会場で懇親会もあり、長時間
となりますが、宜しくお願い致します。終わりに、ご出
席の皆様のご健勝ご多幸を祈念して私の挨拶とさせてい
ただきます。ありがとうございました。

県工業保安課　穂積課長殿ご挨拶
・�本日は、第5回通常総会にお招きいただ
き、誠にありがとうございます。盛会
に総会が開催されたことに対して心か
らお慶び申し上げます。
・�河西会長初め、役員、会員の皆様にお
かれましては、日頃から本県の防災行
政あるいは県政全般にわたり、御支援、
御協力をいただいておりますことを、この場をお借りい
たしまして、厚くお礼申し上げます。
・�また、本日、優良従業員として表彰状をうけられました
皆様方誠におめでとうございます。日頃の御努力に改め
て敬意を表すとともに、心よりお慶び申し上げます。
・�高圧ガスによる事故を減らすためには、販売、消費の各場
面で日常のきめ細かな点検、管理が必要です。今回受賞さ
れた皆様方には、業界におけるリーダーとして、引き続き
保安活動の輪を広げていただければと願っております。
・�さて、今年度から火薬類取締法の権限が、政令都市に移
譲されております。また、来年度には、高圧ガス保安法
の権限移譲が予定されています。そのことに伴い、県で
は指定都市、各保安団体と情報の共有を図り、県全体と
して保安レベルを維持するため、「神奈川県高圧ガス・火
薬類保安会議」を設置し、皆様の御参加をお願いいたい
と考えております。その会議などを通じ、今後とも皆様
方とさらに連携し、一層力を尽くしてまいりたいと考え
ておりますので、どうぞ御協力お願いします。
・�最後に、一般社団法人神奈川県高圧ガス流通保安協会の
益々の御発展並びに会員の皆様方の御発展、御健勝を祈
念しまして、　私の挨拶とさせていただきます。ありがと
うございました。

第５回通常総会における河西会長と穂積課長殿の挨拶（要旨）

　この度、河西前会長の後任とし
て会長を拝命致しました株式会社
サナミ商会の佐波でございます。
歴代の会長は、全国のトップラン
ナーとして、神奈川県の保安ブラ
ンドを広げられました。私も微力
ながら、監事→容器対策委員長→
専務理事→副会長を経て、功績の
礎となって参りましたが、今回、
会長という大役の襷を受け取り、
誠に光栄であり、重責に改めて身
の引き締まる思いでございます。
この襷を次の世代へ引き継ぐまで
走り抜きたいと思います。
　まず、第一の取り組みとしまし
ては、平成30年度からスタートす
る監督官庁移管の件です。政令指

定都市（横浜市、川崎市、相模原市）だけが、県から切り
離され、各消防に業務移管される事により、県内が4つに分
かれます。高圧ガス販売事業者としても戸惑いや不安は、
避けられない事実となります。今後、監督官庁殿のご指導
の元、皆様に情報を発信して参ります。
　また、危険物を扱う団体として、保安の確保が第一です。
私の安全への取り組みには、元技術屋として一味違った観
点から、アプローチしたいと考えております。昨年、県内
で起きた可搬式超低温容器（LGC）の破裂事故につきまし
ても再発防止および対策、緊急時対応について、更に掘り
下げて参ります。会員の皆様は、是非、消費者への情報伝達、
安全機器のご紹介、周知など、啓蒙活動を引き続きお願い
します。
　若さゆえ、頼りなさは拭えませんが、今後とも一層のご
支援、ご協力を賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し
上げます。

	 会長就任挨拶 	 佐波　充
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　先般の総会におきまして、副会
長を拝命することになりました大
陽日酸株式会社の柳田でございま
す。鴨川副会長と共に佐波会長を
支え、歴史と伝統のある流通保安
協会のさらなる発展のために微力
ながら全力を尽くす所存ですので
よろしくお願い申し上げます。
　さて、高圧ガス業界におきまし
てはガス漏洩をはじめとする事故
が後を絶たず、事故件数は残念な
がらここ数年高止まりの傾向が続
いております。これからも会員各
社の皆様と力を合わせて高圧ガス
事故撲滅を目指し防災活動に取り

　先般の総会におきまして、引き
続き本協会の専務理事を拝命する
ことになりました株式会社フタミ
の二見でございます。今まで5年
間の専務理事として活動してきた
経験を活かして、佐波会長、柳田
副会長、鴨川副会長を微力ながら
サポートしていく所存でございま
すので、どうぞよろしくお願い申
し上げます。
　さて、近年は東日本大震災をは
じめ昨年の熊本地震、北海道の台
風による洪水など日本各地におい
て大規模な自然災害が発生してお

組んで参る所存ですが、不幸にして事故に遭遇した際に被
害を拡大させないための「減災」という意識も併せて必要
であると感じております。
　そのためには従来からの消費事業者、販売事業者に対す
る保安講習会をより積極的に実施し、高圧ガスの物性や関
連機器の正しい取り扱い方、緊急時の措置等を現場まで周
知して参りたいと思います。
　また、例年同様に防災訓練、消費事業所の保安管理状況
点検指導、放置・不明容器の早期回収事業を通じて会員各
位のみならず消費者の皆様への保安啓蒙活動も精力的に実
施して参る所存であります。
　今後とも会員の皆様の保安活動に貢献すべく、高圧ガス関
係企業ならびに関係行政機関との連携を一層強化して皆様に
とって有益な情報をお届けできるよう努力して参りますの
で、引き続きご協力を賜りますようお願い申し上げます。

ります。このような予想できない自然災害に備えた非常時
の高圧ガス対応の重要性が求められるなか、当協会は何が
できるか考えてまいりたいと思います。
　一方、消費先では高圧ガス容器破裂事故が相次いでおき
ました。高圧ガスの事故件数は一時減少のきざしを見せた
ものの、近年また増加傾向にあります。こうした状況を看
過することなく、消費者保安講習会の参加者の増加により
消費先への保安意識の啓蒙を図り、会員各社の保安技術の
向上を図るため販売主任者講習を行っていく所存です。
　会員の皆様にとって必要な協会に今以上になるように、
会長、副会長の手足となり活動していきますので皆様方の
ご協力、ご指導ご鞭撻をよろしくお願いいたします。

	 副会長就任にあたって

	 専務理事就任にあたって 	 二見 喜生

柳田 裕久

　先般の総会におきまして、流通
保安協会の副会長に選任されまし
た東邦酸素工業の鴨川でございま
す。
　微力ではありますが、佐波新会
長の補佐役として本協会の活動に
全力を尽くす所存ですのでよろし
くお願い申し上げます。今まで財
務管理委員長を5年務め、協会の
財政健全化に注力してまいりまし
たが、これからは協会活動全般に
ついても会長を助け、良き調整役
として機能できる様最大限努力し
てまいります。
　特に当協会の活動目標の第一義
であります、保安の確保につきま
しては、更に一層活動を深耕して

いく必要があると考えております。昨今日本の産業界では、
団塊世代の大量退職により、製造の現場に於いて、ものづ
くり技術の継承に問題が生じていると伝えられております。
この数年高圧ガス事故の発生件数が高止まり状態でなかな
か減少できない原因の一つではないかとも考えられます。
私共のお客様である消費事業者の現場で保安管理の意識、
技術が正しく伝承されていないのではないかという危惧を
抱かざるを得ません。
　消費者保安講習会をはじめとした保安管理技術についての
各種講習会への消費者の皆様の参加を更に呼びかけ、周知文
書配布を徹底するなど、消費者の皆様への働きかけを強化し
て、少しでも事故件数を減らす努力をしてまいります。
　尚、引き続き財務管理委員長を務めることになりました。
会員皆様のご理解、御協力により何とか協会の財政は赤字
状態を脱しましたが、強固な財政基盤を確立するには時間
が必要です。会員の皆様の更に一層のご理解ご協力をお願
いする次第です。

鴨川 俊次
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県工業保安課からのお知らせ
液化酸素用超低温容器の爆発事故について

１．事故の経緯
　事故容器は、1993年に製造され、2015年4月に容器再検査を受検した容器であった。
　事故の経緯は、当該容器に9月8日に充塡し、9月9日に客先へ配送したがオーダーミスにより充填所に
持ち帰ったもので、9月10日午前2時30分以降、複数の配送事業所の運転員が、内槽安全弁が連続作動を
しており、液面計付近を中心とした容器上部に霜が付いていることを確認していた。
　しかし、この情報は配送事業所から充填事業者へ連絡されていなかった。
　9月10日に充塡作業員が事故容器の安全弁が作動していることを確認し、残液回収のため、空容器へ
の移送作業を実施したところ、9時50分ごろ容器が破裂した。（作業開始時間は不明。）
　容器は外槽が溶接線ではない部分で3つに引き裂かれ、内槽を含め、最大約20ｍ程度飛び散り、作業
員一名が亡くなった。

下鏡部・スカート部

上鏡部・バルブ部

内槽

外槽胴部
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２．事故の原因
　ネックチューブ付近の加圧コイル銅管継手部が金属疲労により破断していたことから、当該部分より
真空断熱層へ酸素ガスもしくは液化酸素ガス（以下、酸素ガス）が漏洩したものと考えられる。
　真空断熱層に酸素ガスが漏れ続け、ある程度高圧な状態で内槽の液化酸素を移送したため、真空断熱
層の圧力が内槽の圧力を超え、内槽を押し潰した。
　内槽の急激な変形により、外槽及び酸素ガス中の断熱材に大きな力が加わり、着火、燃焼、爆発に至
ったと推定される。なお、外槽の破裂板は小孔が開いていたが全面作動には至っていなかった。
　事故調査報告によると、事故容器は1993年5月に製造されており、外槽の破裂板の作動圧力は0.7MPa
で設計されていたが、同年代の容器の破裂板の動作実験では、作動圧力が0.9～1.3MPaであったこと、酸
素ガス中の断熱材の急激な衝撃による着火圧力が0.5MPaであったことから爆発に至ったと推察される。

３．教訓
　今回の事故を受け、まず異常があった容器を確認した際に、販売、製造、配送の情報伝達、連携の徹
底を図ることが肝要である。
　また、今回の事故においては、内槽の圧力を急激に下げることが爆発、容器の破裂の引き金になった
ことから、断熱不良が起きた超低温容器は、安易にバルブ操作にて内槽圧力を下げる行為は危険である
と考えられる。
　従って液化酸素用超低温容器を取り扱う販売事業者、消費者にあっては、以下の点を注意して、使用
することが望ましいと考える。
・ 容器に異常があったときに備え、充塡事業者の連絡先を把握しておく。
・ �未使用時の容器への霜付きや、安全弁が断続的に動作するなどの異常があった場合は、上記連絡先へ
連絡し、不用意にバルブ操作等行わない。
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　保安委員長を拝命しました、進
和商事株式会社の齋藤です。月日
が経つのは早いもので、保安委員
としての活動は19年目、委員長職
も7年目に突入しました。
　毎年、年度初めに協会専任講師
の方々と今年度の消費者保安講習
会の内容について打ち合わせをし
ます。講師の方々は全国各地の企
業・大学・研究所等をまわって講

習されているため、その情報量の多さには驚かされます。
神奈川県の消費者はこの貴重な講師の話を6か所で開催され
る保安講習会の場で受講できます。これほど良い環境下に
あるわけですから、是非それを活かしてください。社長・
職長自らが先頭に立ち、営業の売り上げ目標と一緒に保安
講習会動員目標を立ててください。一人でも多くの方々が

参加し、事故がどのような事でおきるのか、その重要性を
解っていただくことが事故の撲滅につながると考えます。
　防災訓練事業に関して、今年度は横浜東・西両支部が参
加しての訓練になります。今まで訓練は内輪の業界・消防・
警察等行政向け色濃かった面もありますが、今年度は一般
消費者・県立職業訓練校の学生に呼びかけ、見るだけでなく、
訓練に参加してもらおうという計画があります。どの様な
形での参加になるかはわかりませんが、実際にガス溶断等
の授業を行っている学生には有効でしょう。
　平成30年度からは行政移管により講習会・防災訓練も神
奈川県・横浜市・川崎市・相模原市と4行政と連携して行っ
ていくことになります。詳細については今年度中に話し合
いが行われていくようですが、保安委員会でも細かい調整・
打ち合わせも重ねていかなければと考えております。
　これから2年間よろしくお願いいたします。

	 保安委員長就任にあたって	 齋藤 正行

　この度、容器対策委員長を拝命
しました小松川酸素の浦中です。
　私自身、これまで容器委員とし
ての経験が全くない中で、大役を
引き受けてしまったことに甚だ不
安ではありますが、事務局および
容器委員の皆様のご協力のもと円
滑な運営を進めたいと思いますの
で、どうぞ宜しくお願い申し上げ
ます。

　さて私自身、容器対策委員会の役割は『放置容器の迅速
回収』と併せて『6ヶ月返却の周知徹底』の推進が両輪だと
考えています。しかしこの両者には大きな違いがあるので
はないでしょうか。
　放置容器はこれまで長年にわたる商習慣？（容器は空に
なったら返却されるだろう）との認識から負の遺産だと思
います。はっきり言えば過去形です。

　一方6ヶ月返却の啓蒙周知は、今後放置容器を発生させな
いために、保安管理をユーザーと共有することを目的とし
た、将来への安全、安心対策だと感じています。
　こちらは現在進行形の取組です。
　病気に例えるなら前者は『治療』、後者は『予防』とも言
えるでしょう。
　弊社に於いても『6ヶ月回収の周知徹底が十分なされてい
るのか？』と問われれば、不十分であることを素直に反省
せざるを得ませんし、過去からの行方不明容器が存在する
ことも事実です。これらはいつ、どこで放置容器に繋がる
かもしれません。これらを未然に防ぐには、県制定の容器
管理指針に従い『容器貸付調書を取引先に送付して、周知
徹底を図る』という当り前のルールを皆で推進することが、
将来への予防の第一歩ではないかと考えます。
　放置容器の迅速回収と併せて、これら問題解決のため未
来志向で進めたいと思いますので、重ねて皆様のご協力と
ご指導の程宜しくお願い申し上げます。

	 容器対策委員長就任にあたって	 浦中 和則

業界の変遷の時期に伝えるべきこと

　この度、広報委員長を拝命致し
ました高砂産業㈱の近藤直樹と申
します。広報委員長の委嘱を受け、
すでに8年目となりました。また
平成20年より現在まで湘南支部の
副委員長を拝命しております。
　さて2018年4月より随時行われ
ていく政令指定都市での『行政か

らの権限移譲』に併せまして、今後の高圧ガス業界と行政
及び消防との連携内容が色々と変化していく年度に思われ
ますが、どのように変わっていくのかを中心に、的確な情
報をわかりやすく掲載できればと思います。

　また広報委員会の協会報は新年号と夏季号、年2回発行さ
れます。今年度も「高圧ガス消費事業者保安講習会」や「神
奈川県高圧ガス地震防災緊急訓練」等のご案内や結果報告
等、随時掲載を予定しております。昨年起きてしまった事
故事例や、その見解、次に事故を起こさないためにはどう
すればよいのか等、会員の関心を得るようなテーマを検討
していきたいと思います。
　また協会ホームページのリニューアル、賠償保険制度、
共済保険、団体生命保険等のさらなる会員増強も課題とな
っておりますので会員皆様のご理解とご協力を宜しくお願
い申し上げます。
　最後に各支部にて協会報に載せたい時柄等ございました
ら、各支部広報委員にぜひお気軽にご連絡下さい。

	 広報委員長就任にあたって	 近藤 直樹
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＊�国家試験は11月12日（日）
　受験申請は8月21日（月）～9月1日（金）
　この準備講習会への申込みはお早めに

・ �同一会場で上段が運送員講習会、下段が運送指導員資格取得更新
講習会の講習時間です。

・�算用数字が運送員講習会、漢数字が運送指導員講習会の回数です。
＞問合せ先：（公社）神奈川県高圧ガス防災協議会 TEL.045-212-1454

高圧ガス運送員・運送指導員講習会

講  　習　  会　  予　  定

開 催 月 日 開 催 会 場
運　送　員
運送指導員

第４回 9月  7日（木）小田原生涯学習セン
ター　けやき

9：30-11：50
－

第５回
（第三回） 10月12日（木）横須賀市文化会館

9：30-11：50
12：30-16：05

第 6 回
（第四回） 11月16日（木）相模原南市民ホ－ル

9：30-11：50
12：30-16：05

第 7 回
（第五回） 11月30日（木）鶴見公会堂

9：30-11：50
12：30-16：05

日　時　	平成29年9月29日（金）
	 9：15～16：30（予定）	
会　場　	万国橋会議センター　４階
	 401号室・402号室
	 みなとみらい線「馬車道」６番出口徒歩３分	
講義　１．法令関係
　　　　　東横化学㈱
　　　　　管理本部調査役　　内田　純二　氏
講義　２．保安管理技術
　　　　　大陽日酸㈱
　　　　　関東支社技術部長　原田　裕司　氏

日　時　平成30年3月16日（金）
　　　　14：00～17：00（予定）
時　間　かながわ県民センター
　　　　（横浜駅西口徒歩5分）
講習内容
　第一講義
　　�高圧ガス販売主任者の役割と自主保安の推進（予定）
　第二講義
　　検討中（平成30年2月初旬に開催案内発送予定）

高圧ガス消費事業者保安講習会　　　　後援：神奈川県
No 地  域 開  催  日 会  場  名 ・ 場  所

1 県　西 9月  7日（木） 小田原市民会館
　JR小田原駅徒歩10分

2 湘　南 9月27日（水） ラスカ茅ヶ崎
　JR茅ヶ崎駅直結（ラスカ6階ホール）

3 県　央 10月  3日（火） ハーモニーホール座間
　小田急相武台前駅徒歩15分

4 川　崎 10月  5日（木） かわさき保育会館
　京急八丁畷駅徒歩8分

5 三　浦 10月13日（金） 横須賀市文化会館
　京急横須賀中央駅徒歩10分

6 横　浜 10月25日（水） 鶴見公会堂
　JR鶴見駅前（西友6F）徒歩1分

講習時間　開始時間　13時30分　終了時間　16時30分（予定）
講習内容　	1．�高圧ガス保安関係の法令、安全な取扱い、事故事例 

（協会専任講師）				  
　　　　　	2．�ガス溶断における安全な機器の取扱いについて 

（協会溶断器メーカー講師）

高圧ガス販売事業者講習会　　  県と共催事業  

第一種販売主任者受験準備講習会　 協会事業   

第12回
神奈川県高圧ガス・火薬類保安大会開催

平成 29 年度
神奈川県高圧ガス地震防災緊急措置訓練開催

開催日時：平成29年10月18日（水） 13：00～16：00		
会　　場：横浜市西区みなとみらい１丁目　内貿バース

　本年度の訓練は第45回となり、当協会の担当支部は
横浜東支部・横浜西支部となります。			 
　訓練内容は①アセチレンガスの安全器効果実演②ア
セチレン容器発火事故に対する消火訓練です。		
　会員各位の社員の方はもとより顧客の皆様方へご案
内して頂き緊急時の対応の仕方を実際に確認しましょ
う。

開催日時 ： 平成29年10月20日（金） 14：00～17：00
会　　場 ： かながわ労働プラザ　３階　多目的ホール	
　　　　　 （JR根岸線「石川町」駅北口徒歩３分）

　本大会は、県下における工業保安に関する功績者に
対して知事表彰、各保安団体における功績者に対する
会長表彰が行われ、開催記念講演が実施されます。
　今年度の講演は、川崎市消防局の松野忍警防部長の

「災害事例から学ぶ防災意識の向上」です。
　皆様お誘い合わせの上多数ご参加下さい。
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（一社）全国高圧ガス溶材組合連合会会長表彰（6月8日）
　業界功労者　神保直世［東ホー㈱］
　　　　　　　堀　章一［㈲堀商会］
神奈川県湘南地域県政総合センター所長表彰（6月13日）
　高圧ガス保安功労者　野上雅俊［扶桑産業㈱］
神奈川県県西地域県政総合センター所長表彰（6月26日）
　高圧ガス保安功労者　島田　孝［島田酸素㈱］
優良従業員協会会長表彰（5月11日）
　小松こずえ［富士高圧ガス工業㈱］　
　荒木正器［大陽日酸㈱］　　定田康志［古河産業㈱］
　黒田竜太朗［古河産業㈱］　原嶋　章［小松川酸素㈱］
　宮木直征［㈱渡商会］　　　佐藤俊光［横浜ケミカル㈱］

会員名簿変更（敬称略）

退会会員（永い間ありがとうございました。）
　【横浜東支部】大宝産業株式会社横浜支社

代表者変更
　【横浜東支部】	 東ホー㈱川崎営業所	 中島敏晴
　	 ㈱ニッパツサービス	 堀本守朗
　	 ヤマト産業㈱横浜営業所	 奥井久仁子
　【横浜西支部】	 ㈱五光商会	 吉岡良三
	 東京ガスケミカル㈱
	 産業ガス営業部営業第一
	 グループ神奈川営業所	 石井敏康
　【川崎支部】	 小池酸素工業㈱京浜支店	 小池康洋
	 日酸TANAKA㈱関東支店	 濱田敏彦
	 ㈱マクタ	 幕田晴充
　【三浦支部】	 高圧ガス工業㈱横浜営業所	 澁谷信雄
	 ㈱守屋医療酸素商会	 早坂真希
　【湘南支部】	 岩谷産業㈱厚木支店	 谷本光博
	 高圧ガス工業㈱神奈川工場	 澁谷信雄
　【県央支部】	 小池酸素工業㈱西関東営業所	 小池康洋
	 東ホー㈱	 中島敏晴
　【賛助会員】	 高圧昭和ボンベ㈱	 原　義範
	 東邦アセチレン㈱関東営業所	 山本泰夫

出先責任者変更
　【横浜東支部】	 コイケ酸商㈱神奈川営業所	 近藤丈典
	 東ホー㈱川崎営業所	 寺田繁実
	 日東工機㈱神奈川支店	 福士秀明
	 ヤマト産業㈱横浜営業所	 土橋勝弘
　【横浜西支部】	 アキヤマ㈱横浜営業所	 伊勢知則
	 稲垣薬品興業㈱	 久保田周太郎
　【川崎支部】	 大陽日酸㈱関東支社	 柳田裕久
	 東京高圧山崎㈱京浜営業部	 寺園和夫
	 日本エア・リキード㈱
	 東日本地域本部南関東支店	 鯰　悟郎
	 日本液炭㈱京浜支店	 鈴木晶貴
	 ㈱星医療酸器京浜営業所	 荻野則明
	 ㈱マクタ	 幕田　庸
　【三浦支部】	 アイ・テック・サービス㈱
	 横須賀ガスセンター	 岩朝良典
　【湘南支部】	 高圧ガス工業㈱神奈川工場	 西川隆浩
	 東京産業㈱湘南営業所	 日原純一
　【県央支部】	 伊藤忠工業ガス㈱神奈川支店	 杉本　優
	 東海溶材㈱西関東支店	 松岡輝樹
	 東京産業㈱相模原支店	 高橋徹也
	 ㈱渡商会京浜事業部厚木営業所	 菊池　清

住所・電話番号変更
　【横浜西支部】	 東京ガスケミカル㈱産業ガス営業部
	 営業第一グループ神奈川営業所
	 川崎市川崎区小川町 6-1
	 東京ガス川崎ビル 6階
	 電話 044-221-0812  FAX 044-221-0813

受賞者一覧【敬称略】事務局からのご連絡

編 集 後 記　　　　　　　　　　残暑お見舞い申し上げます。

　暑い日が続く中、会員の皆様におかれましては、大
変お疲れ様でございます。
　7月に入り、福岡県・大分県では台風3号と梅雨前線
の影響により集中豪雨による被害、また愛知県犬山市
でも記録的な大雨と、被災している地域の方のことを
思うと心よりお見舞いを申し上げます。
　ここ最近、雨の降り方や太陽の日差しが20年前とは
明らかに変化している印象を受けます。会員の皆様に
は日頃の備えを怠らぬようご注意をお願いいたします。
　9月から10月にかけて神奈川県内6ヶ所において消費
事業者保安講習会が開催されます。今年も県からの案
内が来ておりますが、高圧ガス消費者においてこの講
習会は社内教育の一環となります。昨年よりひとりで
も多くの方に参加していただきますようお願い申し上
げます。
　いまだ東京オリンピック関連の景気がいまいち感じ
られないかと思われますが、9月以降には動き出すとい
うユーザーの声を多く耳にします。
　行政の政令指定都市での消防への移行準備も本格的
になってくる年になります。
　随時情報をお伝えできるようにしたいと思います。

【広報委員会】

【広報委員会】
後列左から　菊池委員、佐山委員、福士委員、井上代理
前列左から　磯辺委員、近藤委員長、吉岡副委員長、阪従委員


